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特集�行財政改革�

新
行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定
�

行財政改革の目標�
　市のまちづくりビジョンを達成し、市民福祉の向上を図
るためのしくみづくりと財政基盤づくり�

まちづくりビジョン＝「基本構想」「基本計画」�

「　 まれ変わるまち」を実現するために�

■取組期間�平成14年度� 平成16年度までの3年間�

う�

行財政改革の4つの基本方針�

っきりと分かりやすいしくみ�

からを合わせるしくみ�

客さま主体のしくみ�

りつしたしくみ�

は�

ち�

お�

じ�

《推進プログラム》�
4つの重点行動計画�
34の個別行動計画�

行財政改革大綱�

基本構想�
まちづくりの基本理念・都市像
・施策の大綱�

実施計画�
施策を具体化したもの�

基本計画�
基本構想に掲げる都市像を実
現するための基本的な施策�

　
市
は
こ
の
ほ
ど
、行
財
政
改
革
推
進
審
議

会
の
答
申
を
受
け
、平
成
14
年
度
か
ら
の
「
行

財
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の

行
財
政
改
革
大
綱
は
、現
在
市
民
の
皆
さ
ん

と
取
り
組
ん
で
い
る
新
基
本
構
想
・
基
本
計

画
を
実
現
す
る
た
め
の
「
し
く
み
」
や
「
財
政

基
盤
」
と
な
る
も
の
で
す
。
今
号
で
は
、新
行

財
政
改
革
大
綱
の
概
要
と
現
行
の
行
財
政

改
革
の
実
施
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
行
財
政
改
革
推
進
室（
☎
20
・

７
４
２
３
）へ
。
�

■ホームページアドレス http://www. city. hachioji. tokyo. jp/

■発行�
八王子市（〒192‐8501�
元本郷町三丁目24番1号）�

■市役所の代表電話�
☎26-3111�

■編集�
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▲子どもから高齢者まで安心して暮らせる「まちづくりビジョン」の実現に向けて�

※今号は6・7ページの間に市税等納期一覧表を折り込んでいます。�

行
財
政
改
革
大
綱
　
4
つ
の
基
本
方
針
�

　
行
財
政
改
革
推
進
審
議
会
か
ら

の
答
申
を
受
け
て
策
定
し
た
、平
成

14
〜
16
年
度
の
新
し
い
行
財
政
改

革
大
綱
。「
は
ち
お
う
じ
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
基
本
方
針
を
、は「
は
っ
き

り
と
分
か
り
や
す
い
し
く
み
」、ち「
ち

か
ら
を
合
わ
せ
る
し
く
み
」、お「
お

客
さ
ま
主
体
の
し
く
み
」、じ
「
じ

り
つ
し
た
し
く
み
」と
し
、基
本
構
想
・

基
本
計
画（
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
）

が
達
成
で
き
る
よ
う
な（
う
「
う
ま

れ
変
わ
る
ま
ち
」）「
し
く
み
」と「
意

識
」の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
ゆ

き
ま
す
。�

　
ま
た
、行
財
政
改
革
を
効
果
的
、

効
率
的
に
推
進
す
る
た
め
の
、基
本

方
針
に
基
づ
い
た
具
体
的
な
行
動

計
画
を
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
ま

と
め
ま
し
た
。こ
れ
は
、4
つ
の「
重

点
行
動
計
画
」と
34
の「
個
別
行

動
計
画
」で
構
成
し
て
い
ま
す
。�
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行
財
政
改
革
推
進
審
議
会

か
ら
の
答
申
と
行
財
政
改
革

大
綱
は
、市
役
所
5
階
市
政
資

料
室
、市
内
の
4
つ
の
図
書
館
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
行

財
政
改
革
推
進
室（
☎
20
・
７

４
２
３
）へ
。
�

答
申
の
概
要
�

※1　シンクタンク：市政の課題を大局的・総合的に調
査研究し、政策を総合的につくりあげる機能をもつ
組織�

※2　NPM：ニューパブリックマネジメント（新公共経営）
行政サービスを提供するうえで、業績・成果の重視、
市民を顧客としてとらえること、民営化や委託など
の活用、組織の分権化・簡素化といった民間企業
の経営理念、手法、成功事例をできるだけ取り入れ
る手法�

※3　ワークショップ：計画案を策定する際、参加者が
共同作業を通して学び、アイデアを出し、計画案を
策定する手法�

※4　パブリックコメント制度：市の考え方を公表し、市
民の意見を意思形成過程から反映させ、市民とと
もに政策立案をしてゆく制度�

※5　アドプト（里親）制度：地域活動の一形態で、ボラ
ンティアとなる住民、団体、企業などが里親として、
公園、道路などの一定区画を自らの養子とみなし
て定期的にその面倒をみる制度�

※6　市民満足度調査：行政サービスに対する市民の
満足度の調査。その結果をもとに、改善策やサービ
スの優先順位・資源（人材・税・情報など）配分を判
断する材料とするもの�

※7　雇用ポートフォリオ：職務の内容に応じて、正規
職員・嘱託職員・臨時職員などの多様な雇用形態
の職員を配置すること�

※8　エージェンシー：企画立案部門と執行部門を分離
したうえで、執行部門に権限と達成目標を付与し、
成果により統制する契約型システム。市は、特定の
部門の専門家と期間を定めて契約し、一定の権限
を付与したうえで目標達成を義務付けるもの�

�
�

【用語解説】�

行
財
政
改
革
大
綱
�

　
地
方
分
権
が
本
格
的
実
施
段
階
に
入
り
、市
民
と
行
政
が
協
働
し
て

ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
ゆ
く
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。
少
子
・
高
齢
・
情
報

化
が
進
む
な
か
、自
治
体
の
技
量
が
問
わ
れ
、自
治
体
間
競
争
が
現
実
の

も
の
と
な
っ
て
き
て
い
る
今
こ
そ
、根
本
的
な
制
度
や
し
く
み
の
見
直
し

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
�

　
そ
こ
で
市
は
、新
た
な
行
財
政
改
革
大
綱
の
策
定
に
着
手
す
る
た
め
、

昨
年
８
月
に
行
財
政
改
革
推
進
審
議
会
に
対
し
て
新
た
に
取
り
組
む
べ

き
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
の
意
見
を
求
め
ま
し
た
。
先
月
４
日
に
答
申

書
が
市
長
へ
提
出
さ
れ
、こ
の
答
申
を
受
け
て
平
成
14
年
度
か
ら
3
年

間
か
け
て
実
施
す
る
「
し
く
み
と
意
識
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
作
戦
」（
行
財

政
改
革
大
綱
）を
策
定
し
ま
し
た
。
市
は
今
後
、大
綱
に
基
づ
き
市
民
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
ゆ
き
ま
す
。
�

特集�行財政改革�

�　
基
本
方
針
�

�　
　

っ
き
り
と
分
か
り
や
す
い
し
く
み
�

　（
情
報
の
共
有
化
）�

♦
市
政
の
透
明
性
の
向
上
�

　
　

か
ら
を
合
わ
せ
る
し
く
み（
市
民

と
の
協
働
に
よ
る
行
政
運
営
）�

♦
市
と
市
民（
町
会
、自
治
会
、企

業
、N
P
O
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
な
ど
）が
平
等
・
対
等
の
立

場
で
、お
互
い
の
特
性（
市
民
は

迅
速
・
先
駆
性
・
多
様
性
・
地
域

性
、市
は
公
平
・
広
域
対
応
・
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
）を
い
か
し
た
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
�

♦
市
の
意
思
形
成
過
程
へ
の
市
民

参
加
�

　
　

客
さ
ま
主
体
の
し
く
み（
市
民
が

納
得
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
）�

♦
市
民
の
利
便
性
の
向
上
と
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
�

♦
本
庁
舎
、事
務
所
、文
化
施
設
、

社
会
教
育
施
設
で
の
市
民
の
多

様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ

た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
�

♦
民
間
資
源
を
活
用
し
、効
率
的
・

効
果
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
�

　
　

り
つ
し
た
し
く
み（
自
律
都
市
へ

向
け
て
の
効
率
的
・
効
果
的
な
行

政
運
営
）�

♦
成
果
･
実
績
を
重
視
し
、民
間

資
源
の
活
用
を
図
る
N
P
M（
ニ

ュ
ー
パ
ブ
リ
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
新

公
共
経
営
※
2
）手
法
を
導
入

し
た
効
率
的
な
行
政
経
営
�

♦
全
事
務
事
業
に
対
す
る
不
断
の

見
直
し
�

♦
財
産
の
保
有
状
況
を
明
確
化
し
、

地
域
総
合
行
政
と
し
て
の
既
存

施
設
の
活
用
・
転
用
・
複
合
化
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
�

♦
自
立
し
た
行
政
経
営
の
た
め
の

自
主
財
源
の
確
保
�

♦
職
員
の
や
る
気
を
高
め
、能
力
を

引
き
出
し
、職
場
に
活
力
を
生
み

出
す
�

�　
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
�

�重
点
行
動
計
画
�

「
予
算
改
革
」
…
基
本
計
画
と
予
算

を
連
動
�

「
人
事
・
給
与
改
革
」
…
職
員
の
や
る

気
を
高
め
る
取
り
組
み
�

「
組
織
の
再
編
」
…
基
本
構
想
・
基
本

計
画
を
達
成
す
る
た
め
の
組
織
の

構
築
�

「
市
民
と
の
協
働
」
…
個
性
的
で
豊
か

な
地
域
社
会
の
実
現
�

個
別
行
動
計
画
�

は
っ
き
り
と
分
か
り
や
す
い
し
く
み
�

①
市
政
情
報
の
公
表
・
提
供
制
度

　
の
充
実
�

②
監
査
委
員
監
査
の
充
実
�

③
職
員
団
体
と
の
交
渉
過
程
の
透

　
明
性
�

ち
か
ら
を
合
わ
せ
る
し
く
み
�

①
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ（
※
3
）の
活
用
�

②
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度（
※
�

　
4
）の
確
立
�

③
行
政
評
価
に
対
す
る
外
部（
市
民
）

評
価
の
導
入
�

④
学
校
週
5
日
制
の
完
全
実
施
に

伴
う
地
域
の
人
材
を
活
用
し
た

サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
の
開
設
�

⑤
ア
ド
プ
ト（
里
親
）制
度（
※
5
）

の
導
入
�

⑥
ご
み
減
量
と
資
源
化
の
促
進
�

お
客
さ
ま
主
体
の
し
く
み
�

①
市
民
満
足
度
調
査（
※
6
）の
本

格
実
施
�

②
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
総
合
化
�

③
市
民
部
事
務
所
の
サ
ー
ビ
ス
充
実
�

④
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
通
年
利
用
�

⑤
本
庁
舎
閉
庁
後
の
サ
ー
ビ
ス
充

実
�

⑥
小
・
中
学
校
の
学
校
選
択
制（
学

区
域
の
自
由
化
）の
実
施
�

⑦
看
護
専
門
学
校
運
営
の
見
直
し
�

⑧
学
童
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
�

⑨
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
民
営
化
�

じ
り
つ
し
た
し
く
み
�

１
新
た
な
行
政
手
法
�

①
財
政
状
況
に
応
じ
た
人
件
費
枠

の
設
定
�

②
雇
用
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ（
※
7
）の

導
入
�

③
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー（
※
8
）的
制
度

の
導
入
�

④
全
事
務
事
業
の
自
己
検
証
の
実

施
�

⑤
公
共
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
�

２
限
ら
れ
た
資
源
の
活
用
�

①
民
間
委
託
の
効
果
測
定
の
実
施
�

②
財
産
管
理
の
改
善
�

③
既
存
施
設
の
有
効
活
用
�

３
自
主
財
源
の
確
保
�

①
市
税
負
担
の
公
平
性
確
保
の
た

め
の
体
制
づ
く
り
�

②
国
民
健
康
保
険
税
負
担
の
公
平

性
確
保
の
た
め
の
体
制
づ
く
り
�

③
固
定
資
産
税
の
非
課
税
範
囲
の

適
正
化
�

４
市
役
所
風
土
の
革
新
�

①
職
員
提
案
制
度
の
改
善
�

②
職
員
満
足
度
調
査
の
導
入
�

③
勤
勉
手
当
の
算
定
基
準
改
善
�

④
降
任
希
望
制
度
の
導
入
�

⑤
定
年
前
早
期
退
職
制
度
の
充
実
�

う�

　
現
在
、市
民
と
と
も
に
新
し
い

基
本
構
想
･
基
本
計
画
を
策
定

し
て
お
り
、こ
れ
を
実
現
す
る
た

め
に
は
何
よ
り
も
弾
力
的
な
行

政
運
営
と
強
固
な
財
政
基
盤
を

確
保
す
る
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
が

必
要
で
す
。審
議
会
は
、こ
の
基

本
構
想
･
基
本
計
画
を
実
現
す

る
た
め
の「
し
く
み
」
と
「
財
政

基
盤
」の
確
立
を
市
が
推
進
す
べ

き
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。�

行
財
政
改
革
を
推
進
す
る

う
え
で
の
４
つ
の
視
点
�

♦
市
民
が
納
得
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
�

♦
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
行
政

運
営
�

♦
情
報
の
共
有
化
�

♦
自
律
都
市
へ
向
け
て
の
効
率

的
・
効
果
的
な
行
政
運
営
�

個
別
課
題
（
重
点
的
に
審
議

し
た
課
題
）�

①
人
事
･
給
与
制
度
の
見
直
し
�

●
財
政
状
況
に
応
じ
た
総
人

件
費
枠
の
設
定
�

●
業
務
内
容
に
応
じ
た
正
規

職
員
、嘱
託
職
員
･
臨
時

職
員
、有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
用
な
ど
多
様
な
雇
用

形
態
の
導
入
�

●
能
力
と
業
績
か
ら
な
る
公

正
で
納
得
性
の
高
い
給
与

制
度
�

②
公
共
施
設
の
再
編
�

●
財
産
の
管
理
�

●
既
存
施
設
の
活
用
�

③
自
主
財
源
の
確
保
�

　
●
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税

　
　
の
徴
収
率
向
上
の
た
め
の

　
　
目
標
設
定
と
体
制
づ
く
り
�

④
情
報
共
有
化
の
中
で
の
仕
組

　
み
づ
く
り
�

●
職
員
の
地
域
活
動
へ
の
積

極
的
な
参
加
�

●
市
政
の
透
明
性
の
確
保
�

●
Ｉ
Ｔ
基
盤
の
整
備
�

⑤
政
策
形
成
機
能
の
強
化
�

●
シ
ン
ク
タ
ン
ク（
※
1
）機
能

の
整
備
�

　市長の附属機関として、公募の市民委員３名と大学教授などの学識
経験者５名、合わせて8名で構成。「削減のみをめざしたものでなく、しく
み・制度の改革」「市民に新たな負担を求めるものでなく、内部努力によ
る改革」を基本姿勢に、計１０回にわたり審議を行いました。審議会から
の答申の概要は次のとおりです。�

▲市民サービスの向上を（市役所2階市民ロビーで）�

行財政改革推進審議会�

は�ち�お�じ�
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▲運営委託した夕やけ小やけふれあいの里�

　
市
は
、長
期
的
視
野
で
ま
ち
づ
く
り
を
総

合
的
・
計
画
的
に
行
う
た
め
、基
本
構
想
・
基

本
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。基
本
構
想
と

は
、自
治
体
の
あ
り
方
の
基
本
理
念
を
示
す

も
の
で
、市
政
運
営
の
基
本
的
指
針
で
あ
る

と
同
時
に
、市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
な
ど
の

支
え
と
な
る
も
の
で
す
。こ
の
基
本
構
想
を

実
現
す
る
た
め
に
実
施
す
る
基
本
的
な
施

策
な
ど
を
示
し
た
も
の
が
、基
本
計
画
。さ
ら

に
、実
施
す
る
施
策
を
具
体
的
に
し
た
も
の

が
実
施
計
画
で
す
。�

　
現
在
、平
成
11
年
に
策
定
し
た「
新
八
王

子
21
プ
ラ
ン
」に
沿
っ
て
行
財
政
運
営
を
進

め
て
い
ま
す
が
、地
方
分
権
の
推
進
や
本
格

的
な
少
子
・
高
齢
・
情
報
化
社
会
へ
の
対
応
な

ど
を
踏
ま
え
、平
成
15
年
度
か
ら
の
適
用
を

め
ざ
し
た
新
し
い
基
本
構
想
・
基
本
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。策
定
に
は
、市

民
参
加
や
市
民
と
の
協
働
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
、現
在「
市
民
会
議
」の
皆
さ
ん
に
よ
る

「
素
案
」づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

�新
基
本
構
想
・
基
本
計
画
素
案
の
中
間

報
告
書
を
提
出
�

�　
公
募
市
民
約
1
3
0
名
に
よ
る「
八
王
子

ゆ
め
お
り
市
民
会
議
」は
、昨
年
8
月
か
ら
、

テ
ー
マ
ご
と
の
分
科
会
に
分
か
れ
、多
く
の
議

論
を
重
ね
て
い
ま
す
。今
月
2
日
に
は
、中
間

報
告
書
を
ま
と
め
、市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
�

た
。こ
の
中
間
報
告
書
に
つ
い
て
は
、3
月
29

日
（金）
の
朝
刊
に
折
り
込
む
本
紙
特
集
号
で

詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
に
な

り
、皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
企
画
政
策
室（
☎
20
・
７
２
０

０
）へ
。�

主要課題別推進状況（平成13年12月31日現在）�

主 要 課 題�

621（23）�

14（15）�

9（10）�

15（16）�

21�

80（85）�

8

0

11

5

30

①業務運営の簡素効率化�

②組織・機構の見直し�

③定員の適正化�

④情報化の推進と行政サービスの向上�

⑤財政運営の健全化�

合　計�

推 進 状 況�

実施�
済数�

13

6

8

4

16

47

予定�
どおり�

2

0

1

0

0

3

遅れて�
いる�

実施計画�
項目数�

　
市
は
、平
成
11
年
度
か
ら
第
３
次
行
財
政
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。主
要
課
題
5
分
野
、

実
施
計
画
85
項
目（
う
ち
5
項
目
に
つ
い
て
は
、

平
成
13
年
度
で
の
方
針
変
更
に
よ
り
大
綱
か
ら

削
除
）の
推
進
状
況
は
、次
の
と
お
り
で
す
。な

お
、遅
れ
て
い
る
項
目
は
3
つ
あ
り
、そ
の
中
の
�

「
斎
場
火
葬
業
務
の
委
託
化
」に
つ
い
て
は
、14

年
度
以
降
に
内
容
を
見
直
し
実
施
し
て
ゆ
き
ま

す
。そ
の
ほ
か
、「
下
水
処
理
施
設
運
営
の
委
託

化
」の
一
部
と
定
員
の
適
正
化
の
中
の「
定
員
管

理
な
ど
の
管
理
機
能
の
強
化
」に
つ
い
て
は
、新

た
な
行
財
政
改
革
大
綱
の
中
で
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
ゆ
き
ま
す
。�

行
財
政
改
革
の
実
施
状
況
�

平
成
11
〜
13
年
度
�

特集�行財政改革�

※実施計画項目数のカッコ内は、方針変更前の数字です。�

①
業
務
運
営
の
簡
素
効
率
化
�

●
小
学
校
給
食
調
理
業
務
の
委
託
と
臨
時
職

員
の
活
用
に
よ
る
コ
ス
ト
の
削
減
�

●
夕
や
け
小
や
け
ふ
れ
あ
い
の
里
の
運
営
委
託
�

●
国
民
宿
舎「
滝
山
荘
」の
廃
止
�

②
組
織
・
機
構
の
見
直
し
�

●
健
康
福
祉
部（
保
健
医
療
部
と
福
祉
部
の

統
合
）の
設
置
に
よ
る
保
健
・
医
療
と
福
祉

部
門
の
連
携
強
化
�

●
生
涯
学
習
部（
生
活
文
化
部
の
改
組
と
ク
リ

エ
イ
ト
ホ
ー
ル
の
開
設
）の
設
置
�

●
環
境
行
政
部
門
の
強
化（
環
境
部
に
清
掃

部
を
統
合
）の
た
め
、ご
み
処
理
を
含
め
た

環
境
保
全
に
つ
い
て
総
合
的
な
部
門
の
設
置
�

③
定
員
の
適
正
化
�

●
２
７
０
名
の
削
減（
見
込
み
）�

※
正
規
職
員
の
退
職
後
の
欠
員
を
補
充
し
な

い
こ
と
で
、削
減
を
図
っ
た
も
の
で
す
。削
減
の

内
容
は
、▼
可
燃
ご
み
の
収
集
作
業
を
3
名

乗
車
か
ら
2
名
乗
車
体
制
に
　
▼
小
学
校
給

食
調
理
員
を
臨
時
職
員
に
　
▼
夕
や
け
小
や

け
ふ
れ
あ
い
の
里
の
運
営
を
委
託
　
▼
組
織
・

機
構
の
見
直
し
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

④
情
報
化
の
推
進
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
�

●
審
議
会
の
会
議
を
原
則
公
開
と
し
て
、市
政

の
透
明
性
の
向
上
を
推
進
�

●
市
政
情
報
の
公
表
･
提
供
制
度
の
確
立
�

●
拠
点
事
務
所
の
設
置
に
よ
る
窓
口
業
務
の

充
実
�

●
各
種
審
議
会
委
員
の
市
民
公
募
の
促
進
に

よ
り
広
く
市
民
の
ご
意
見
を
市
政
に
反
映
�

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
�

⑤
財
政
運
営
の
健
全
化
�

●
市
税
収
納
率
の
向
上（
90
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
）�

●
企
業
会
計
方
式
に
よ
る
決
算
分
析（
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
、行
政
コ
ス
ト
計
算
書
）�

●
財
政
白
書
の
作
成
に
よ
る
財
政
状
況
の
的

確
な
把
握
や
分
析
と
財
政
情
報
の
積
極
的

な
提
供
�
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　国民健康保険（国保）に加入している方が、社会
保険など、ほかの保険に加入した場合や市外へ転出
したときは、14日以内に国保の脱退の手続きと被保
険者証（保険証）の返却をしてください。国保の保険
証と新しい保険に加入したことなどがわかるもの（新
しい保険証など）、印鑑を持って直接、市役所2階市
民課・各事務所で手続きを。また、新しい保険証がで
きるまでに時間がかかる場合は、勤務先の担当者に
相談・指導を受けてから病院などで受診してください。�
　手続きや返却が遅れ、誤って国保の保険証で受
診された場合は、市が負担した医療費をお返しいた
だくことになります。問い合わせは国民健康保険課（☎
20・7235）へ。�

　市民の皆さんが市内で葬儀を行う場合、必要な
葬祭用具を安いセット料金で利用できます。�
セット内容　棺、祭壇使用料（3段）、骨つぼなど�
料金　92,000円（税別）�
　※葬儀にはこのほか、霊きゅう車や施行運営など
の費用がかかります。�

申し込み　直接、一覧表の協力業者（申込書は、
市役所2階市民課・各事務所でも配付）�

問い合わせ　斎場事務所（☎64・5707）へ�

　3・4月は就職や転勤などによる引っ越
しのシーズン。この時季、市役所や事務
所の窓口は住所変更の届け出や登録、
証明書の受け取りなどで大変混雑しま
す。本市では、市役所本庁舎のほかに
14の事務所でもこれらの事務を扱ってい
ます。引っ越しをしたら届け出期間を守
って早めに届け出をお願いします。各届

け出には印鑑と届け出人の本人確認資
料（免許証など）が必要です。年金を受
給されている方で住所異動のあった方
は別に届け出が必要です。届け出の主
なものは下表のとおりです。�
　詳しくは各問い合わせ先へ。なお、介
護保険制度については介護サービス課（☎
20・7414～6）にお問い合わせください。�

　地方分権に伴い国土交通省の国有財産（国
道・都道を除く道と水路敷）を4月1日から市で
所管することになりました。これにより都で行っ
ている許認可や境界確定などの管理事務を
市が行うことになります。�
　道路・水路についての問い合わせは次の
とおりです。�
道路　道路管理課道路管理係（☎20・7274）�
水路　道路管理課水路管理係（☎20・7388）�
道路・水路の境界確定　道路管理課境界確
定係（☎20・7275）�

廃道路・廃水路敷地の払い下げ　建設総務
課財産管理係（☎20・7389）�

　4月1日から「迷惑駐車等の防止
に関する条例」が施行されます。こ
れは迷惑駐車等防止重点区域を
指定するなどし、安全で快適な環
境を皆さんと実現するための条例
です。また、放置自転車などの撤去
にかかる「自転車等撤去費用」も改
定します。詳しくは3月28日（木）の
朝刊に折り込む本紙特集号（タブ
ロイド版）でお知らせします。�
　住みやすい街づくりに、皆さんの
ご協力をお願いします。問い合わ
せは交通対策課（☎20・7257）へ。�

5

国民健康保険の�
脱退手続きはお早めに�

市民葬儀のご利用を�

春は引っ越しシーズン�
住所変更などの届け出はお早めに�

生活道路・水路敷の
管理事務が本市に�

みんなで無くそう、迷
惑駐車と放置自転車�

（　　　　 　）�

■引っ越しなどに関する届け出一覧�

届け出の種類� 届け出期間� 届け出に必要なもの� 問い合わせ�

引っ越してき
た日から14日
以内�

●転出証明書（前住所地からも
らってください）�
●国民年金手帳（加入者のみ）�

●在学証明書（小・中学生のお
子さんがいるとき）�

市民課☎20・7232、
または各事務所�

学事課☎20・7326

学事課　20・7326

市民課☎20・7232、
または各事務所�

高齢者支援課�
　20・7364

市民課　20・7232、
または各事務所�

市民課　20・7232、
または各事務所�

高齢者支援課�
　20・7364

引っ越しする
前�

●印鑑登録証（登録者のみ）�
●国民健康保険被保険者証（加
入者のみ）�
●国民年金手帳（加入者のみ）�

●　医療証、　受給者証（お
持ちの方のみ）�
�

転居届� 引っ越しした
日から14日以
内�

●国民健康保険被保険者証（加
入者のみ、世帯を一緒にした
ときは両方の被保険者証）�
�

（　　　　　）�

世帯変更届�
世帯主が変わ�
ったり、世帯を�
合併または�
分離したとき�

変更のあった
日から14日以
内�

●国民健康保険被保険者証（加
入者のみ）�
●国民年金手帳（加入者のみ）�

●　医療証、　受給者証（お
持ちの方のみ）�

●在学証明書（小・中学校の学
区が変わるとき）�
�

転入届�

（　　　　　）�市内へ引っ越�
してきたとき�

転出届�

（　　　　　）�市外に引っ越�
しするとき�

市内で引っ越�
ししたとき�

市民葬儀協力業者一覧表�
業者名� 住　所� 電話番号�

☎52・1121大楽寺町�セレモアつくば�

☎42・0921元横山町二丁目�溝口祭典�

☎37・4111小比企町�サン・ライフ・ジャクセン�

☎66・1199千人町四丁目�愛和セレモニー�

☎54・6607川口町�雅　邦�

☎25・7026犬目町�愛礼儀典�

☎22・0638八幡町�伊藤祐次商店�

☎36・3444打越町�都典礼�

☎22・1294天神町�町田商店�

☎61・0363高尾町�小倉葬祭店�

☎22・0874追分町�濱中�

☎26・2588台町二丁目�高雄�

☎25・8939万町�八王子祭典�

☎92・0449丹木町二丁目�富士白蓮社�

☎26・8661中町�キクヤ・セレモニー�

☎69・4895並木町�セレモハイネス�

☎69・7157初沢町�大光寺葬祭部�

☎75・1166中山�東宝セレモニー�

☎76・8391越野�西東京葬祭�

☎

☎

☎

☎

☎
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南
大
沢
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
�

〒
192
‐
０
３
６
４
南
大
沢
2
‐
27
☎
79
・
２

２
０
５
、F
A
X
79
・
２
２
１
４
�

東
浅
川
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
�

〒
193
‐
０
８
３
４
東
浅
川
町
５
５
１
‐
1

☎
67
・
１
３
３
１
、F
A
X
67
・
７
８
２
９
�

心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
�

〒
193
‐
０
９
３
１
台
町
2
‐
7
‐
22
☎
24
・

５
８
５
０
、F
A
X
24
・
５
９
５
４
�

教室名� 対　象� 期　日� 時間� 定員�
（抽選）�

親子で�
遊ぼう�

「のびのび」�

市内在住で障害のあるお
おむね2歳から未就学の
お子さんと保護者（障害
に準ずるお子さんを含む）�

市内在住で障害のある小
学生から40歳程度の方�

4～9月（8月は
除く）の火曜
日で9回�

9：30～�
11：30

7組�
14名�

リトミック�

市内在住で愛の手帳をお持
ちのおおむね2歳から未就学
のお子さんと保護者（手帳
に準ずるお子さんを含む）�

4～9月の�
木曜日で6回�

14：30～�
16：00

8組�
16名�

図画工作�
4～9月（8月は
除く）の第2土
曜日で5回�

①13：00～14：30�
②14：30～16：00�

各回�
15名�

ひまわり教室日程表�

教室名� 対　象� 内　容� 期日� 時間�定員�（選考）�

高齢者向けリ
ハビリ「さわや
か健康教室」�

市内在住で、老化などにより機
能低下や体力に不安のあるお
おむね70歳以上の介護保険
要介護認定の非該当の方�
�

軽い体操・レクリエー
ションや折り紙などを
専門の講師が指導�

4月～来年3
月（金曜日
40回）�

13：15～
15：30

15名�

機能訓練「リ
ハビリ教室」�

市内在住の疾病や負傷、老化
などによる機能低下がある40
歳以上の方で、病院などのリハ
ビリが終了していて、介護保険
要介護認定の非該当の方�
�

理学療法士などによ
るリハビリ体操やレ
クリエーションなどを
とりいれた集団訓練�

4～9月（火・
木曜日で38
回）�

13：15～
15：30

15名�

機能訓練参加者日程表�

■
「
ひ
ま
わ
り
教
室
」
�

教
室
名
な
ど
　
左
表
の
と
お
り
�

費
用
　
無
料（
図
画
工
作
は
教
材
費
実
費
）�

申
し
込
み
　
往
復
ハ
ガ
キ（
1
人
1
教
�

　
室
）に
希
望
教
室
名（
図
画
工
作
は
希

望
時
間
の
番
号
）・
住
所
・
氏
名（
ふ
り

が
な
。の
び
の
び
・
リ
ト
ミ
ッ
ク
は
保
護

者
名
も
）・
生
年
月
日
・
性
別
・
電
話
番

号
、利
用
証
番
号（
利
用
証
を
お
持
ち

の
方
）、障
害
の
内
容
と
等
級（
程
度
）、

返
信
面
の
あ
て
名
を
書
い
て
、3
月
29

日（
必
着
）ま
で
に
八
王
子
市
南
大
沢

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
�

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
教
室
�

対
象
　
パ
ソ
コ
ン
の
初
心
者
で
市
内
在
住

の
60
歳
以
上
ま
た
は
障
害
の
あ
る
方
�

日
時
　
5
月
1
〜
29
日
の
毎
週
水
曜
日

の
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
�

定
員
　
10
名（
抽
選
）�

費
用
　
無
料（
教
材
費
は
実
費
）�

申
し
込
み
　
往
復
ハ
ガ
キ（
1
人
1
枚
）

に「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」と
住
所
・
氏
名
�

　（
ふ
り
が
な
）・
生
年
月
日
・
性
別
・
電

話
番
号
・
利
用
証
番
号（
お
持
ち
の
方
）、

障
害
の
あ
る
方
は
内
容
と
等
級
、返

信
面
の
あ
て
名
を
書
い
て
、3
月
27

日（
必
着
）ま
で
に
八
王
子
市
東
浅
川

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
�

■
機
能
回
復
訓
練
�

対
象
　
市
内
在
住
の
通
所
が
可
能
で
脳

卒
中
な
ど
の
後
遺
症
で
リ
ハ
ビ
リ
が
必

要
な
方
�

内
容
　
個
別
の
訓
練
指
導
、リ
ハ
ビ
リ
相

談
�

日
時
　
月
・
水
曜
日
の
午
前
10
時
〜
正

午
と
午
後
1
〜
5
時
�

定
員
　
各
若
干
名
�

費
用
　
無
料
�

申
し
込
み
　
電
話
で
心
身
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
へ
�

■
精
神
障
害
の
あ
る
方
の
「
絵
画

教
室
」
�

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
精
神

障
害
の
あ
る
方（
家
族
同
伴
可
）�

日
時
　
毎
月
第
2
・
4
月
曜
日
の
午
後

1
時
30
分
〜
3
時
30
分
�

定
員
　
15
名（
先
着
順
）�

費
用
　
無
料
�

申
し
込
み
　
電
話
で
心
身
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
へ
�

■
茶
道
教
室
�

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
�

　（
障
害
の
あ
る
方
を
優
先
）�

日
時
　
4
月
〜
来
年
3
月
の
毎
月
第
1
・

3
月
曜
日
の
午
後
0
時
30
分
〜
2
時
�

定
員
　
10
名（
抽
選
）�

費
用
　
1
回
5
0
0
円
�

申
し
込
み
　
往
復
ハ
ガ
キ
に「
茶
道
」と

住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
職

業
・
障
害
名
・
電
話
番
号
、返
信
面
の

あ
て
名
を
書
い
て
、3
月
30
日（
必
�

　
着
）ま
で
に
八
王
子
市
心
身
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
�

■
要
約
筆
記
者
養
成
講
習
会
�

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
�

日
時
　
4
月
15
日
〜
10
月
7
日
の
毎
週

月
曜
日
の
午
前
10
時
30
分
〜
12
時
30
分
�

定
員
　
15
名（
選
考
）�

費
用
　
2
千
円（
教
材
費
）�

申
し
込
み
　
封
書
で
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

職
業
・
電
話
番
号
を
書
い
て
、返
信
用

の
ハ
ガ
キ
1
枚（
あ
て
名
を
書
い
た
も

の
）、「
希
望
動
機
」の
作
文（
手
書
き

で
４
０
０
字
以
内
）を
同
封
し
て
、4

月
5
日（
必
着
）ま
で
に
八
王
子
市
心

身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
�

▼
要
約
筆
記
者
養
成
講
習
会
開
講
に
あ

た
り
、要
約
筆
記
と
講
習
内
容
な
ど
に
つ

い
て
事
前
説
明
会
を
行
い
ま
す
。�

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
�

日
時
　
4
月
1
日
（月）
午
前
10
時
30
分

〜
12
時
30
分
�

定
員
　
50
名（
先
着
順
）�

費
用
　
無
料
�

申
し
込
み
　
電
話
で
心
身
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
へ
�

■
子
ど
も
点
字
・
手
話
教
室
�

対
象
　
市
内
在
住
の
小
・
中
学
生
�

内
容
　
点
字
と
手
話
を
中
心
に
総
合
的

な
福
祉
の
学
習
�

日
時
　
毎
月
第
3
日
曜
日
の
午
前
10
時

〜
正
午（
7
・
8
月
は
第
2
・
4
日
曜

日
）�

費
用
　
無
料
�

申
し
込
み
　
往
復
ハ
ガ
キ
に「
子
ど
も
点

字
・
手
話
」
と
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
�

　
な
）・
年
齢
・
電
話
番
号
・
学
校
名
・
新

学
年
、返
信
面
の
あ
て
名
を
書
い
て
、

3
月
30
日（
必
着
）ま
で
に
八
王
子
市

心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
�

■
機
能
訓
練
�

教
室
名
な
ど
　
左
表
の
と
お
り
�

費
用
　
無
料
�

申
し
込
み
　「
さ
わ
や
か
健
康
教
室
」は

3
月
29
日
ま
で
に
、「
リ
ハ
ビ
リ
教
室
」

は
随
時
受
付
、い
ず
れ
も
直
接
、南
大

沢
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
�

※
歩
行
困
難
な
方
は
、送
迎
に
つ
い
て
、ご

相
談
く
だ
さ
い
。�

3
つ
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
さ
ま
ざ
ま
な
教
室
を
行
い
ま
す
。
会
場
は
各
施
設
で
す
。
�

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
教
室
の
受
講
生
を
募
集
�

▲楽しみながらリハビリ教室（南大沢保健福祉センターで）�
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　中央自動車道高架橋耐震補強
工事のため、昨年3月から一時閉
鎖していた清川交通遊園を4月1日
から開園します。�
　開園にともない、幼児コースの
遊具を追加するなど施設を充実し
ました。また東浅川交通公園と同
様に年末年始を除く毎日開園して
いますので、ご利用ください。�
■利用案内（両園共通）�
①乗り物の貸し出し�

種類　自転車・三輪車・豆自転
車�
時間　午前9時30分～11時30分、

午後1時～3時30分�
②交通安全教室�

会場　東浅川交通公園…毎月
第1・3水曜日、清川交通遊園
…毎月第2・4水曜日�
時間　午後3時～3時30分�
③交通安全教育指導�

　交通安全教育指導員が園内
や出張で交通安全指導を行いま
す。希望する団体はご相談くださ
い。�
問い合わせ　東浅川交通公園（☎
61・1085）、または交通対策課（☎
20・7257）へ�

　緑豊かな自然環境の中にある�
「戸吹湯ったり館」。先月11日には
10万人目の来館者を迎えました。
露天風呂やゆっくりくつろげる大
広間、カラオケのできる和室なども
あります。皆さんのご利用をお待ち
しています。�
利用時間　午前10時～午後9時�
利用料金　3時間以内…700円�

　（中学生以下は300円、3歳以下
は無料）�
休館日　木曜日（木曜日が祝・休
日の場合は、原則として翌日）�
交通　京王八王子駅発「サマーラ
ンド」「武蔵五日市駅」行きのバ
スで戸吹湯ったり館下車�
問い合わせ　戸吹湯ったり館（☎
96・6113）へ�

　幕末から明治にかけて、養蚕地
帯から横浜へ生糸を運んだ道の一
つが「絹の道」。早春の「絹の道」
を散策しながらその歴史を学びませ
んか。�
コース　小泉家屋敷→永泉寺→諏
訪神社→絹の道資料館→大塚
山公園→白山神社�

日時　3月30日（土）午前10時（解
散は3時ころの予定）�

集合　小泉家屋敷前（鑓水）�
講師　郷土資料館・学芸員�
定員　50名（抽選）�

�
�
�
�
�
�
参加費　200円（保険代）�
申し込み　往復ハガキに「絹の道」
と、代表者の住所・氏名・電話番
号・全員の氏名、返信面のあて
名を書いて、3月20日（必着）まで
に八王子市郷土資料館（〒192‐
0902上野町33☎22・8939）へ�

7

種　目� 期　日� 会　場�
インディアカ�

早朝野球�

ゲートボール　�

気功太極拳�

バウンドテニス�

グラウンドゴルフ�

サタディナイト・ダンス�

フォークダンス�

ターゲットバードゴルフ�

レクリエーションダンス�

ラウンドダンス�

ウォークラリー�

楊名時太極拳�

市民歩こう大会�

チュックボール�

ペタンク�

トリム体操�

盆踊り�

レディースバレーボール�

4／  7�

4／3～7／29�

4／14�

4／19�

4／20�

4／27�

5／  8�

5／11�

5／12�

5／12�

5／26�

5／26�

6／  9�

6／16�

6／16�

6／23�

6／29�

7／  6�

来年3／9

市民体育館�

北野公園野球場�

富士森陸上競技場�

市民体育館�

上柚木小�

市役所北側河川敷�

光明ビル2F�

市民体育館�

富士森陸上競技場�

市民体育館�

市民体育館�

浅川小（集合）�

市民体育館�

相模湖石老山�

三小�

三小�

市民体育館�

市民体育館�

市民体育館・分館�

　自分に合った生涯スポーツを見つけていただくために、
下表の日程でスポーツ・レクリエーション大会を開催します。
皆さんも参加してみませんか。申し込みは体育課（☎20・
7335）または、レク協（☎56・0901）へ。�
※総合開会式は4月7日（日）午前9時30分から市民体育館
で行います。�

絹
の
道
資
料
館�

サタデースクールの講師・�
運営団体のボランティアを募集�

市民スポーツ・レクリエー
ション大会�

　4月から学校完全週5日制が実施されます。これからの社
会を生きる子どもたちが自ら判断し、行動できる力を身につ
けることを目的としたものです。そのためには日常生活など
でさまざまな体験が必要になり、その環境をつくりだすうえで「地
域の教育力」が重要になってきます。そこで6月から第1土
曜日に小学校を地域の方に開放し、子どもから大人までさま
ざまな体験ができる「サタデースクール事業」を開始します。
市は、この事業にボランティアとして協力していただける特
技を持った講師やプレイリーダーのほか、事業を運営してい
ただける5人以上のグループを募集します。�
対象　市内在住・在勤・在学の個人または団体�
募集内容　①スポーツ、レクリエーション、本の読み聞かせ
などの指導をする講師、有意義な活動ができるようにアド
バイスをするプレイリーダー、②サタデースクールを運営す
る5人以上のグループ�
申し込み　ハガキに「①または②」（①は指導内容）と住所・
氏名・年齢・電話番号を書いて、4月15日（必着）までに八
王子市役所社会教育課（〒192‐8501☎20・7333）へ�

清川交通遊園を再開�

歴史散歩「早春の絹の道を歩く」�

ご利用ください「戸吹湯ったり館」�



▼ 休日の 内科・外科・小児科�

21日（午前9時～午後5時）� 17日（午前9時～午後5時）�

17日（午前9時～午後5時）�

▼休日耳鼻咽喉科当番医�

24日（午前9時～午後5時）�31日（午前9時～午後5時）�

こども科学館科学館�

休日歯科応急診療�

夜間救急診療�救急病院の案内�

必ず健康保険証をご持参ください�
救急診療�

�
午前9時～午後4時�
保健センター2F�
平岡町18-3�
☎25‐9128

�
内科・外科・小児科�
毎日の午後8～11時�
保健センター1F（上図）�
☎25‐9910

こども科学館�

保健保健センター�保健センター�

北大通り�

甲州街道�

秋
川
街
道�

国
道
16
号�

浅
川
橋�

萩
原
橋�

一日中�
八王子消防署�
☎25‐0119�
救急テレフォンサービス�
☎042‐521‐2323�
東京都保健医療情報センター�
☎03‐5272‐0303

▼休日眼科当番医�

31日（午前9時～午後5時）�

→
�

→
�

→
�

大和田橋�
南多摩高校�

甲州街道�

京王八王子�

東
放
射
線

東
放
射
線
ア
イロ
ード
�

東
放
射
線
ア
イロ
ード
�

も
科
学
館（
☎
24
・
３
３
１
１
）�

■
サ
イ
エ
ン
ス
ド
ー
ム
八
王
子
の

1
日
職
員
体
験
�

対
象
＝
科
学
に
興
味
の
あ
る
小
学
4

年
生
〜
中
学
生
　
内
容
＝
展
示
物
の

紹
介
、催
し
物
の
企
画
・
立
案
な
ど
　

期
日
＝
3
月
23
日
以
降
の
土
曜
日
な

ど
　
時
間
＝
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
�

■
説
経
節
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
�

内
容
＝
説
経
節
の
上
演
と
体
験
　
日

時
＝
3
月
31
日
（日）
午
後
2
〜
4
時

出
演
＝
説
経
節
の
会（
五
代
目
薩
摩

小
若
太
夫
、薩
摩
忠
太
夫
、京
屋
波
、

京
屋
純
）　
会
場
＝
郷
土
資
料
館（
☎

22
・
８
９
３
９
）　
定
員
＝
30
名（
先

着
順
）　
費
用
＝
無
料
　
申
し
込
み

＝
不
要
、直
接
会
場
へ
�

■
交
通
安
全
「
市
民
の
集
い
」
�

　
4
月
6
〜
15
日
に
行
わ
れ
る
春
の

交
通
安
全
運
動
に
先
が
け
て
交
通
事

故
防
止
を
市
民
に
呼
び
か
け
る
た
め
、

市
・
警
察
・
交
通
安
全
協
会
は
、「
市
民

の
集
い
」を
開
催
し
ま
す
。�

内
容
＝
式
典
・
中
之
島
流
大
正
琴
、森

村
ま
り
歌
謡
シ
ョ
ー
　
日
時
＝
3
月

30
日
（土）
午
後
2
〜
4
時
　
会
場
＝
い

ち
ょ
う
ホ
ー
ル
　
定
員
＝
８
０
０
名（
先

着
順
）　
費
用
＝
無
料
　
問
い
合
わ

せ
＝
交
通
対
策
課（
☎
20
・７
２
５
７
）�

■
立
川
談
志
独
演
会
�

開
演
日
時
＝
6
月
1
日
（土）
午
後
6

時
　
会
場
＝
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル
　
入
場

料
＝
5
千
円（
全
席
指
定
）　
チ
ケ
ッ

ト
の
販
売
＝
3
月
16
日
（土）
午
前
10

時
か
ら
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル
、市
民
会
館
、

南
大
沢
文
化
会
館
で
　
電
話
予
約
＝

16
日
午
後
1
時
か
ら
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル

（
☎
21
・
３
０
０
５
）で
�

■
星
空
コ
ン
サ
ー
ト
「
な
つ
か
し

の
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
特
集
」
�

内
容
＝「
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
」「
キ
ャ

プ
テ
ン
翼
」な
ど
の
C
D
演
奏
　
日
時

＝
3
月
23
日
（土）
午
後
7
〜
8
時
　

会
場
＝
サ
イ
エ
ン
ス
ド
ー
ム
八
王
子
　

定
員
＝
２
６
０
名（
先
着
順
）　
費
用

＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
電
話
で
こ
ど
�

申
し
込
み
＝
住
所
・
氏
名（
グ
ル
ー
プ

名
）・
年
齢
・
電
話
番
号
と
P
R
を
書

い
て
郵
送
、ま
た
は
直
接
八
王
子
市
こ

ど
も
科
学
館（
〒
192
‐
０
０
６
２
大
横

町
9
‐
13
☎
24
・
３
３
１
１
）�

■
文
化
振
興
財
団
の
市
民
自
主

企
画
事
業
�

　
市
民
の
方
が
企
画
し
出
演
す
る
催

し
物
を
募
集
し
ま
す（
企
画
内
容
を

検
討
の
う
え
選
考
）。会
場
使
用
料
の

一
部
を
文
化
振
興
財
団
が
助
成
し
ま

す
。�

条
件
＝
①
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル・
市
民
会

館
・
南
大
沢
文
化
会
館
の
ホ
ー
ル
を
使

用
す
る
、②
市
内
で
活
動
す
る
市
民
の

団
体
、③
原
則
と
し
て
入
場
料
を
徴

収
す
る
催
し
物
、④
営
利
を
目
的
と

し
な
い
な
ど
　
申
し
込
み
＝
い
ち
ょ
う

ホ
ー
ル・
市
民
会
館
・
南
大
沢
文
化
会

館
に
あ
る
申
請
書
に
記
入
し
、4
月
6

日
ま
で
に
電
話
連
絡
の
う
え
直
接
、文

化
振
興
財
団（
☎
21
・
３
０
０
５
）�

�

講
座
・
催
し
�

�■
市
民
大
学
講
座
「
古
典
に
学
ぶ

人
生
の
知
恵
」
�

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

日
時
＝
3
月
30
日
（土）
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分
　
会
場
＝
川
口
公
民

館
　
講
師
＝
創
価
大
学
教
授
・
藁
谷

隆
純
さ
ん
　
定
員
＝
40
名（
抽
選
）　

費
用
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
往
復
ハ

ガ
キ
に「
古
典
」と
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
、返
信
面
の
あ
て
名
を
書
い

て
、3
月
24
日（
必
着
）ま
で
に
八
王

子
市
川
口
公
民
館（
〒
193
‐
０
８
０
１

川
口
町
３
８
３
８
☎
54
・８
４
５
０
）�

����������
募
集
�

�■
看
護
専
門
学
校
専
任
教
員（
嘱

託
職
員
）�

資
格
＝
看
護
教
員
資
格
を
お
持
ち
の

方
 
勤
務
日
＝
週
4
日
　
募
集
人
員

＝
2
名
　
問
い
合
わ
せ
＝
看
護
専
門

学
校（
☎
63
・７
１
７
０
）�

■
社
会
福
祉
協
議
会
の
非
常
勤

嘱
託
職
員
�

職
種
＝
学
童
保
育
所
の
非
常
勤
嘱
託

指
導
員（
月
〜
土
曜
日
の
お
お
む
ね
5

時
間
）　
資
格
＝
教
諭
免
許
か
保
育

士
資
格
を
も
ち
、4
月
1
日
か
ら
勤

務
可
能
な
方
 
募
集
人
員
＝
若
干
名

試
験
日
＝
3
月
21
日
（祝）
　
申
し
込

み
＝
本
人
が
写
真（
縦
4
・
5
セ
ン
チ

1

×
横
3
・
5
セ
ン
チ1

）2
枚
と
教

諭
免
許
か
保
育
士
資
格
証
明
書
を
持

っ
て
、3
月
20
日
ま
で
に
直
接
同
協
議

会（
市
役
所
9
階
☎
20
・
７
３
３
８
）�

■
星
空
コ
ン
サ
ー
ト
の
演
奏
者
�

　
サ
イ
エ
ン
ス
ド
ー
ム
八
王
子
で
は
毎

月
第
4
土
曜
日
の
午
後
7
〜
8
時
に

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
演
奏
す

る
方
の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。な

お
、音
楽
の
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。�

8

ル
�

イ�フ�報�
情
� ァ�

市からの�
お知らせ�

休日産婦人科当番医�
午前9時～午後5時�

●3月17日�
八王子医療センター�
　館町1163�
　☎65‐5611

米山産婦人科病院�
　新町2-12�
　☎42‐5225�
�

●3月21・24・31日�

スーパー�

秋川街道�

松枝橋松枝橋�松枝橋�
松枝小学校松枝小学校�松枝小学校�

唐松�

高
尾
街
道
�

根岸耳鼻咽喉科気管食道科医院�小川耳鼻いんこう科�
千人町2-3-10☎63‐1600

西八王子駅東西八王子駅東�西八王子駅東�

西八王子�

銀行�

甲州街道�

千人町�

スーパー� 八
王
子�

高
尾�

→�

丸岡耳鼻咽喉科�
打越町344-6カリヨンプラス4F☎42-4187

◯�交�

16
号
バ
イ
パ
ス�

　きたの�
タウンビル�
　きたの�
タウンビル�

北野事務所�北野事務所�

←京王八王子�

北野�

大島医院�
子安町3-5-9
☎42-1932

子安三丁子安三丁目�子安三丁目�

八王子駅南口�

山田川山田川�山田川�

子
安
子
安
三
丁
目
丁
目
�

子
安
三
丁
目
�

ホテル�

と
ち
の
木
通
り
�

↑
�

子
安
三
丁
目
�

内�

児�

◯�交�

黒沢医院�
中野上町2-25-13
☎22‐3211

薬局薬局�薬局�

日本機械工業�

GS

本郷横丁�

浅川�

中野上町局中野上町局�
〒�
中野上町局�
〒�

中
野�

秋
川
街
道

秋
川
街
道�

秋
川
街
道�

萩
原
橋
↓

萩
原
橋
↓�

萩
原
橋
↓�

内�

福田内科医院�
大楽寺町426-2
☎26‐4664

◯�文�

〒�
陣馬街道�

市立元八中�

元八王子�
事務所�

元八中�

元八王子局�

松枝橋�

GS
四
谷
町�

高
尾
街
道�

四谷�

↑�

内�児� 東郷クリニック�
南大沢2-27�
フレスコ南大沢4F
☎70‐7727

多摩ニュータウン通り�
←�

橋本�

ガレリア�
ユギ�

南大沢中郷公園�

南大沢�

内�

外�

内裏橋�

南
大
沢
駅
入
口
東�

南
大
沢
駅
入
口
西�

南
大
沢
駅
入
口
西�

北野小児科�
北野町545-3きたのタウンビル6F
☎45‐8715

16
号
バ
イ
パ
ス�

　きたの�
タウンビル�
　きたの�
タウンビル�

北野事務所�北野事務所�

←京王八王子�

北野�

児�

◯�交�

スーパー�

川口医院�
川口町1597-2
☎54‐2321

←上川町� 秋川街道�

榎木�

新川口�

内�

児�

外�

水谷医院�
松が谷16
☎76‐0038

→�野猿街道�

↓�
多摩センター駅�

松が谷小谷小�松が谷小�

めぐみ第一第一�めぐみ第一�

大
塚
橋
�

松
が
谷
�

由
木
東
事
務
所
�

◯�交�

◯�文�

◯�保�

聖
蹟
桜
ヶ
丘�

内�

児�

八王子市�
医師会�

田中内科医院�
明神町2-11-1
☎45‐6144

四
小
�

◯�文�

内�

大熊眼科医院�
千人町2-19-15長塚ビル3階☎67-3477

追
分
町
�

←�

中央図書館�

甲州街道�

中央�
図書館前�

西八王子�



▼ 休日の 内科・外科・小児科�

31日（午前9時～午後5時）� 24日（午前9時～午後5時）�

初心者スポーツ教室日程表�
教室名� 対象� 内容� 時間� 回数�期日� 費用�定員�

スポーツ民踊�
水曜コース�

スポーツ民踊�
金曜コース�

ジュニア体操�

幼児体操�

午後3時～
4時30分�

午後1時～
2時30分�

午後3時～
4時30分�

4/10～8/28
の毎週水曜日�

4/5～8/30の
毎週金曜日�

4/10～7/3の
毎週水曜日�

各地の民踊の基本動
作を学びながら、健康
づくり�
形に捕らわれることな
く、民踊に親しみ、健
康づくり�

マット・跳び箱・ゲーム
などを楽しく指導�

60

60

30

20

20

13

6,200

1,963

6,200

45歳以上の方�

新小学1～3年生�
（H5.4.2～H8.4.1生）�
来年4月に小学校に入
学予定のお子さん�
（H8.4.2～H9.4.1生）�

午後3時～
4時30分�

4/9～7/2の
毎週火曜日� 30 13 1,963

名�回� 円�

木 目 込 み 人 形�

華道（小原流・草月流）�
民謡三味線（初・中級）�

オ カ リ ナ 入 門�

日 本 の 童 謡・唱 歌�
ヨ ー ガ�

民 謡�

大 正 琴�

ギ タ ー�

習 字�

ト リ ム 体 操�

長唄三味線（中・上級）�

中国語（入門、初・中級）�

実 用 筆 ペ ン�

民謡三味線（初・中級）�
津 軽 三 味 線�

　 和 　 裁 　�
　 ヨ ー ガ 　�

ハワイアンフラダンス�

　 ギ タ ー 　�

皮 の ロ ー ケ ツ 染 め�

日 本 の 童 謡・唱 歌�

民謡三味線（入門、上級）�
健康体操とリズムダンス�
華 道 （ 草 月 流 ）�

イタリア語（入門、初・中級）�

ボールペン習字（Ⅰ・Ⅱ）�
英会話（入門・初・中級）�

オ カ リ ナ 入 門�
英 会 話（ 中・上 級 ）�

日 本 の 童 謡・唱 歌�

オ カ リ ナ 入 門�
着 物 着 付 け と 組 紐�

習 字�

和 裁�

曜日� 講 座 名� 曜日� 講 座 名� 曜日� 講 座 名�

月�

火�

水�

木�

金�

土�

水�

受講生を募集�

英会話（入門、初級）�

楊 名 時 太 極 拳�

※定員は、各講座により異なり
ます。�

※費用には傷害保険料が含まれます。�

（
障
害
者
団
体
）に
よ
る
生
花（
６
５
０

円
）な
ど
の
販
売
を
し
ま
す
。�

　
問
い
合
わ
せ
は
健
康
福
祉
総
務
課
 

（
☎
20
・
７
２
４
１
）へ
。�

■
南
多
摩
斎
場
内
通
路
の
通
行

止
め
�

　
斎
場
周
辺
道
路
整
備
の
た
め
、4

月
1
日
（月）
か
ら
南
多
摩
斎
場
利
用
者

以
外
の
通
行
を
禁
止
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
南
多
摩
斎
場（
☎
０
４

２・７
９
７
・７
６
４
１
）へ
。�

■
都
市
計
画
変
更
図
書
の
縦
覧
�

縦
覧
内
容
＝
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
の

新
住
宅
市
街
地
開
発
事
業
と
、み
な

み
野
シ
テ
ィ
内
の
用
途
地
域
、高
度
地

区
、防
火
・
準
防
火
地
域
及
び
地
区
計

画
の
都
市
計
画
変
更
　
縦
覧
場
所
＝

市
役
所
6
階
都
市
計
画
管
理
室（
☎

20
・
７
２
５
９
）�

■
市
営
霊
園
で
生
花
な
ど
を
販

売
�

　
3
月
18
〜
24
日
の
お
彼
岸
の
間
、

市
営
霊
園
で
、八
王
子
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
�

み
＝
往
復
ハ
ガ
キ（
1
教
室
1
人
1
 

枚
）に
教
室
名
と
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が

な
）・
年
齢（
ジ
ュ
ニ
ア
体
操
、幼
児
体
操

は
生
年
月
日
も
）・
性
別
・
電
話
番
号
、

返
信
面
の
あ
て
名
を
書
い
て
、3
月
21

日（
必
着
）ま
で
に
八
王
子
市
民
体
育

館（
〒
193
‐
０
９
３
１
台
町
2
‐
3
‐
7

☎
25
・
２
３
０
５
）�

�

そ
の
他
�

�■
市
税
・
国
保
税
・
国
民
年
金
保

険
料
の
休
日
納
付
・
相
談
窓
口
�

▼
市
税
�

日
時
＝
3
月
24
日
（日）
午
前
8
時

30
分
〜
午
後
5
時
 

会
場
＝
八

王
子
駅
前
事
務
所（
ク
リ
エ
イ
ト
ホ

ー
ル
地
下
1
階
）、由
木
事
務
所
、

市
役
所
3
階
納
税
課
　
問
い
合
わ

せ
＝
納
税
課（
☎
20
・
７
２
２
５
、

20
・
７
３
５
８
〜
９
）�

▼
国
民
健
康
保
険
税
�

日
時
・
会
場
＝
3
月
23
・
24
日
の

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
4
時
30

分
…
市
役
所
2
階
国
民
健
康
保

険
課
、24
日
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
…
八
王
子
駅
前
事
務
所
 

（
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
地
下
1
階
）、

由
木
事
務
所
　
問
い
合
わ
せ
＝
国

民
健
康
保
険
課（
☎
20
・
７
２
３
７
）�

▼
国
民
年
金
保
険
料（
今
年
度
分
）�

日
時
＝
3
月
24
日
（日）
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時
　
会
場
＝
八
王
子

駅
前
事
務
所（
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル

地
下
1
階
）、由
木
事
務
所
、市
役

所
2
階
国
民
年
金
課
　
問
い
合
わ

せ
＝
国
民
年
金
課（
☎
20
・
７
２
３

８
）�

■
甲
の
原
体
育
館
水
泳
ワ
ン
ポ

イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
中
止
�

▼
3
月
19
日
（火）
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分
…
ア
ク
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
　

▼
20
日
（水）
午
前
10
時
〜
11
時
50
分
、

22
日
（金）
午
後
7
時
〜
8
時
50
分
…

泳
法
�

■
甲
の
原
体
育
館
の
一
般
利
用
中

止
�

▼
3
月
20
日
（水）
午
後
1
〜
9
時
…
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
　
▼
21
日
（祝）
午
後
6
〜

9
時
…
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
�

■
初
心
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室
�

教
室
名
・
日
時
な
ど
＝
左
表
の
と
お

り
　
会
場
＝
市
民
体
育
館
　
申
し
込
�

の
プ
ー
さ
ん
」「
子
リ
ス
の
ギ
ャ
ン
グ
た

い
じ
」　
日
時
＝
3
月
23
日
（土）
午
後

2
時
〜
3
時
20
分
　
会
場
＝
由
井

事
務
所
　
定
員
＝
35
名（
先
着
順
） 

費
用
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
不
要
、

直
接
会
場
へ
　
問
い
合
わ
せ
＝
由
井

西
部
地
区
社
会
教
育
推
進
委
員
会
・

大
貫（
☎
35
・
２
８
６
９
）�

�

ス
ポ
ー
ツ
�

�■
市
民
体
育
館
の
一
般
利
用
中
止
�

3
月
21
日
（祝）
…
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・

和
弓
・エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
�

■
甲
の
原
体
育
館
の
開
館
�

　
3
月
22
日
（金）
は
開
館
し
ま
す
。�

4
時
　
申
し
込
み
＝
ハ
ガ
キ（
1
人
1

枚
）に「
1
日
体
験
」と
住
所
・
氏
名
・

保
護
者
名（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
・

学
校
名
・
学
年
を
書
い
て
、八
王
子
市

こ
ど
も
科
学
館（
〒
192
‐
０
０
６
２
大

横
町
9
‐
13
☎
24
・
３
３
１
１
）�

■
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
�

期
日
・
演
奏
者
＝
3
月
17
日
（日）
…
松

田
建
二
さ
ん（
し
の
笛
）　
時
間
＝
午

後
0
時
15
分
〜
0
時
45
分
　
会
場

＝
南
大
沢
文
化
会
館
　
入
場
料
＝
無

料
　
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
振
興
財
団
�

（
☎
21
・
３
０
０
５
）�

■
こ
ど
も
映
画
会
�

対
象
＝
3
歳
〜
小
学
3
年
生（
幼
児

は
保
護
者
同
伴
で
）　
作
品
＝「
ク
マ
�

9

内科小児科笹本医院�
子安町3-6-1
☎42-1429
八王子駅南口�

子安公園通り�

子安子安�
三丁三丁目�
子安�
三丁目�

予備校�

↑�

と
ち
の
木
通
り�

子
安
三
丁
目�

内�児�

↓�

↑�

北野町�
絹ヶ丘二丁目�

とりよせ�
公園�

銀行�

国道16号�

G
S野

猿
街
道�

絹ヶ丘整形外科診療所�
絹ヶ丘2-5-30
☎37-0077

外�

中田医院�
長沼町60-4
☎35‐9552

NEC団地�

酒屋酒屋�酒屋�

平山
城址
公園
→�

北野
街道
�

内�児�

台町�
五差路�

南多摩病院�

南多摩病院�

南口�
自転車�
駐車場�

松本消化器内科クリニック�
散田町3-8-24茂和ビル3F
☎67-1123

西八王子�

→�

内�

第一小�

横山町�銀行銀行�銀行�

◯�文�

八
幡
八
雲
神
社

雲
神
社�

八
幡
八
雲
神
社�

横山町三丁横山町三丁目�横山町三丁目�

甲州街道�

↓�

↓�

↓�

知野整形外科医院�
横山町20-15ノモス八王子1F
☎43-0073 外�

高尾�

◯�火�

廣井内科�
狭間町1800-71
☎65‐4310

狭間→�

町田市�

南口バス�
ターミナル�

↓�

町
田
街
道�

製
薬
会
社

製
薬
会
社�

製
薬
会
社�

上
館�

紅
葉
台
東�

内�

福原医院�
八日町4-16
☎23-3238

結婚式場�

模型店�

八日町�
四丁四丁目�
八日町�
四丁目�

甲州街道�

国
道
16
号
�

八
幡
町
�

↓
�

↓�→�

内�

児�

東中野診療所�
東中野526-1
☎74‐1660

天野�

野猿
街道
�

東中野�

古本屋古本屋�古本屋�

由木東小�

↓�

↓
�野

猿
峠
�

多
摩
セ
ン
タ
ー
駅
�

◯�文�

内�

児�

外�

モ
ノ
レ
ー
ル�

モ
ノ
レ
ー
ル�

講座名など　下表のとおり�
期間　4～9月�
会場　レク協（明神町四丁目）、万
町会館など�

受講料　月4,500～6,000円（ほか
に入会金、教材費など）�
申し込み　電話でレク協（☎56・
0901）へ�
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【費】月4,000円　【問】
 スマイル・ミュージック・サークル　【日】毎
月第1土曜日の午後2時～4時30分　【会】北野
市民センターなど　【費】1回1,000円　【問】

 シニア・はんず・ハーモニー　【内】童謡・唱
歌　【日】毎月第1・3月曜日の午前10時30分～
正午　【会】川口市民センターなど　【費】入会
金1,000円、1回1,000円　【問】

 謡曲「ことぶき水曜会」　【対】初心者　【日】
毎月第1・3水曜日の午後1時30分～3時30分　
【会】市民会館など　【費】3か月2,500円　【問】

 元横囃子連鼓（つづみ）会　【対】9～18歳
の方　【日】毎週水曜日の午後7時30分～9時
45分（小学生は9時まで）　【会】元横山町中部
自治会館　【費】月1,000円　【問】

 司会者養成「ピーエフアイトーキングサーク
ル」　【日】毎月第2・4火曜日の午後7～9時�
【会】子安市民センターなど　【費】入会金1,000
円、月500円　【問】
  自由に話し合う会を作りませんか　活動日
は月1回程度、会場は公民館などを予定していま
す。　【問】
  佐渡民踊「男波（おなみ）会」　【日】毎週水・
土曜日の午後1～3時　【会】子安市民センター
など　【費】入会金1,000円、月3,000円　【問】

  社交ダンス「DCサアーズ」　【対】多少経
験のある方　【日】毎週木曜日の午後1～3時　
【会】八王子信用金庫子安支店など　【費】入
会金1,000円、月2,000円　【問】
  社交ダンス「シルクDC」　【対】多少経験
のある方　【日】毎週水曜日の午後7時～9時30
分　【会】北野事務所など　【費】入会金1,000
円、月3,000円　【問】
  社交ダンス「山百合ダンスサークル」　【対】
多少経験のある方　【日】毎週日曜日の午前10
時～正午　【会】北野市民センターなど　【費】
入会金1,000円、月3,000円　【問】

  社交ダンス「ワールドクラブ」　【日】毎週
月曜日の午後7時～9時30分　【会】天神会館
など　【費】月2,000円　【問】
 いきいきスポーツクラブ　【対】おおむね50
歳以上の方　【日】毎週金曜日の午後3時～4
時30分　【会】市民体育館など　【費】月1,500
円　【問】
 中高年独身者会「爽友」　【対】60歳以上の
方　【内】懇談、低山歩きなど　【日】毎月1・2
回　【費】年1,000円　【問】
  還暦軟式野球　【対】59歳以上の男性　【日】
毎週日曜日　【費】年10,000円　【問】

  卓球サークル　【対】多少経験のある方　
【日】毎週火曜日の午後1～3時　【会】中野市
民センターなど　【費】月500円　【問】

  空手道「練成会」　【対】4歳以上の方　【日】
毎週火・金曜日の午後6時～7時30分　【会】子
安市民センターなど　【費】月3,000円　【問】

����������
そ
の
他
�

�■
○老
○福
は
保
険
が
変
わ
っ
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�

　
○老
医
療
受
給
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証
、○福
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い
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療
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康
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合
わ
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６
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）へ
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固
定
資
産
課
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帳
の
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覧
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平
成
14
年
度
の
固
定
資
産
課
税

台
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土
地
・
家
屋
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償
却
資
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固
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縦
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＝
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交
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日
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縦
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資
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☎
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２
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査
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８
２
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ち
ょ
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ー
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３
０
０
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南
大
沢
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会
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☎
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・
２
２
０
２
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平
成
15
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4
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付
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東
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王
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き
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始
�

　
東
海
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八
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月
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日
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０
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1
日
約
70
本
の
運
行
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し
て
い

ま
す
。
問
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合
わ
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地
域
医
療
推
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☎
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０
２
０
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館
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室
�

　
郷
土
資
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館（
☎
22
・
８
９
３
９
）

の
特
別
展
示
室
は
、展
示
が
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の
た
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月
26
〜
31
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室
し
ま
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の
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設
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通
り
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ま
す
。�

■
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館
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館
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中
央
・
生
涯
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習
セ
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タ
ー
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南
大

沢
・
川
口
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館
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3
月
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（祝）
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午
前
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時
〜
午
後
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時

で
す
。�
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イ�フ�報�
情
� ァ�

市からの�
お知らせ�

　重度の知的障害者を多様なプログラムで
支援するとともに、家族の方を支援します。�
対象　市内在住の18歳以上の重度の知的
障害者（愛の手帳1・2度）で、在宅で生活
している方�
内容　　生活、機能、作業などの訓練と指導　
　療育や生活などの相談　　給食�

場所　都八王子福祉園（西寺方町）�
利用日時　4月からの月～金曜日の午前9時
30分～午後4時�

※利用希望日は後日調整します。送迎は利
用者の家族などで行ってください。�

費用　昼食代、教材費などの実費�
申し込み　3月29日までに電話で、障害者福
祉課（☎20・7367）へ�

軽自動車税の�
減免手続きを変更�

　身体などの障害により、平成13年
度軽自動車税の減免を受け、14年
度も引き続き減免を希望される方に
は、減免申請の手続きを簡素化しま
した。�
　3月下旬に使用状況などを照会
する書類を送付しますので、必要事
項を記入して返送してください。回
答の内容から使用状況に変更がな
い場合は、減免申請書の提出は不
要です。なお、新たに減免を受ける
方あるいは使用状況に変更がある
方は、これまでと同様に減免申請書
の提出が必要です。問い合わせは、
住民税課（☎20・7218）へ。�
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ル　【問】
★春蘭展示会　【日】3月17日午前10時～午後
4時　【会】高尾みころも会館（狭間町）　【問】
武蔵野春蘭会
★バザー・作品展と提供品の募集　【日】4月
7日午前10時30分～午後2時　【会・問】八王子
美山学園☎52・4000�
★フリーマーケット　【日】4月14日午前10時
～午後3時　【会・問】恩方ホーム（上恩方町☎
51・3157）�
�★会員募集�

 漢詩創作教室「尚古吟社（しょうこぎんしゃ）」
【日】毎月第2・4水曜日の午後1～5時　【会】
南大沢公民館など　【費】実費　【問】

 南大沢漢字・かな・実用書道の会　【対】初心
者　【日】毎週水曜日の午前9時30分～11時30
分　【会】南大沢公民館など　【費】入会金
3,000円、月4,000円　【問】
  春耕八王子俳句会　【日】毎月第2日曜日の
午後1～4時　【会】北野市民センターなど　【費】
月1,000円　【問】
 詩とエッセイを書く会　【日】隔月1回の日曜
日の午後2～5時　【会】子安市民センターなど�
【費】月500円　【問】
  英会話サークル　【対】初心者　【日】月3
回の水曜日の午後2時～3時30分　【会】いちょ
うホールなど　【費】1回2,000円　【問】

　翻訳サークル　【日】毎月第1日曜日の午後1
～3時　【会】北野市民センターなど　【費】1回
300円　【問】
 八王子水彩会　【対】50歳以上の初心者　【日】
毎月第2・4木曜日の午後1時30分～4時　【会】
クリエイトホールなど　【費】月3,000円　【問】

 油絵「ポーチロン」　【日】毎月第2・3水曜日
の午後6時30分～9時　【会】天神会館（天神
町）　【費】入会金2,000円、月3,000円　【問】

 料理研究「さすが会」　【対】60歳以上の男
性　【日】毎月第3水曜日の午前10時～午後3
時　【会】東浅川保健福祉センターなど　【費】
月500円　【問】
 混声合唱「やまなみ」　【対】60歳以上の方
【日】毎週木曜日の午前10時～正午　【会】東
浅川保健福祉センターなど　【費】月1,500円　
【問】
 女声コーラス「コーロ・ラビア」　【日】毎月
第2・3・4水曜日の午前10時～正午　【会】絹ヶ
丘一丁目会館など　【費】月3,000円　【問】

 女性合唱団「アンサンブル・ジェム」　【日】
毎週火曜日の午前9時30分～正午　【会】いち
ょうホールなど　【費】月4,000円　【問】

  男声合唱「お山の大将」　【日】毎月第1・3
水曜日の午後7時30分～9時30分、第2・4日曜日
の午後2～4時　【会】浅川市民センターなど　�

★郷土史講演会　【期・内】3月16日…瀬沼三
左衛門日記、4月20日…多摩の農兵　【時】午
後1～3時　【会】元八王子市民センター　【費】
各200円　【問】元八王子歴史研究会

★「カウンセリングマインド」で積極的に暮ら
す　【日】3月21日午後1時30分～4時　【会】ク
リエイトホール　【費】1,000円　【問】日本ウェ
ルネット☎69・2728�
★歎異鈔（たんにしょう）講座　【日】3月17日
午後1時30分～3時30分　【会】子安市民センタ
ー　【申】歎異鈔を学ぶ会
★しの笛（横笛）講座　【対】初心者　【日】3
月24日午前9時30分～正午　【会】台町市民セ
ンター　【費】1,000円　【問】篠笛・竹の音会

★風景画の淡彩スケッチ教室　【日】4月1日
～6月17日の第1・3月曜日の午後6時30分～9時
【会】八王子労政会館など　【定】先着20名　
【費】月4,000円　【申】電話で八王子余暇会

★表千家茶道初心者講習会　【日】4月6・20日、
5月4・18日、6月1・15日、7月6・20日の午後1～3時
【会】いちょうホール　【定】先着10名　【費】
月5,000円　【申】電話で
★合唱公開練習の参加者募集　【対】女性　
【日】3月27日午前10時～正午　【会】いちょう
ホール　【費】300円　【問】
★リボンバック講習会　【対】女性　【日】3月
6・7日の午後1～5時　【会】元八王子市民セン
ター　【定】先着15名　【費】2,300円　【申】
電話で
★はじめてのパパとママのマタニティスクー
ル　【対】現在妊娠中の夫婦　【日】3月17・24
日の午前10時30分～12時30分　【会】八王子
そごう7階セミナールーム　【定】先着10組　【問】

★フォークダンス初心者講習会　【日】4月6日
～6月29日の毎週土曜日の午後6時30分～8時�
【会】市民体育館　【定】先着30名　【費】1回
300円　【問】八王子フォークダンスの会

★社交ダンス講習会　【対】初心者　【日】4
月1・15日の午後1～3時　【会】大和田市民セン
ター　【問】
★カンフー太極拳　【日】3月22・29日、4月5・
12日の午後7時～8時30分　【会】元八王子市
民センター　【定】先着10名　【問】合気の会

★相続と遺言に関する電話相談　【日】3月18
・19日の午前9時～午後6時　【相談電話】相続
と遺言を考える会
★陵南中学校吹奏楽部定期演奏会　【日】3
月29日午後2～5時　【会】いちょうホール　【問】

★由井中学校吹奏楽部定期演奏会　【開演
日時】3月30日午後2時　【会】市民会館　【問】

★八王子由井吹奏楽団定期演奏会　【開演
日時】3月31日午後1時30分　【会】いちょうホー�

�
官公署など�
�
★4月1日までに消費税の申告を　個人事業
者で対象になる方は、4月1日までに申告してくだ
さい。問い合わせは八王子税務署（☎22・6291）へ。�
★特別永住者として外国人登録をされてい
る方へ　特別永住者（朝鮮半島・台湾出身者）
の方などで、旧軍人・軍属等として戦死された方
の遺族や、重度戦傷病者に、弔慰金等が支給さ
れています。問い合わせは総務省弔慰金等支
給業務室（☎03・3539・7830）へ。�
★国民年金基金相談コーナーを開設　【日】
3月22日午前10時～午後4時　【会】いちょうホ
ール　【問】東京都国民年金基金☎03・5285・
8800�
★街頭献血　【日】3月28日午前10時～午後3
時30分　【会】市役所南側広場　【問】東京都
西赤十字血液センター☎042・529・0405�
★自然観察会「スミレを見にいこう」　【対】
18歳以上の方　【日】4月11日午前9時30分～
午後3時30分　【会】高尾山周辺　【定】抽選
70名　【申】往復ハガキに必要事項と開催日、
年齢も書いて、4月5日（必着）までに高尾自然科
学博物館（〒193‐0844高尾町2436☎61・0305）�
★「表示登記の日」相談会　【内】土地・建物
の調査・測量、境界問題、不動産の表示登記の
相談　【日】4月1日午前9時～午後4時　【会】
市役所2階市民ロビー　【問】東京土地家屋調
査士会八王子支部
★八王子こども学園　【対】小学3年生～中学
2年生　【内】キャンプ、生産体験、施設見学な
ど　【期】4月～来年3月の毎月第2・4日曜日　【定】
先着40名　【費】月5,000円　【申】電話でレク
協☎56・0901�
★少年少女なぎなた教室　【対】市内在住・
在学の小・中学生、高校生　【日・会】4月1～3
日の午後1～3時…由木中央市民センター、2～5
日の午後1時～2時50分…市民体育館、2・4・5日
の午後3～5時…甲の原体育館　【定】各先着
20名　【費】1,000円　【申】電話で八王子なぎ
なた連盟
★ビデオコンサート　【内】美空ひばり武道館
ライブ　【開演日時】4月5日午前10時30分、午
後1時30分、4時30分、7時　【会】いちょうホー
ル　【費】1,000円　【申】電話で八王子勤労
者福祉会館☎28・4909�
�
市民団体など�
�
★ボランティア募集　【内】知的障害児のた
めのデイサービス　【問】こころみの会

★講演会「痴ほうのある高齢者の介護」　【日】
3月22日午後2～3時　【会・問】仁和会総合病
院☎44・3711�
★父母セミナー「心の子育て」　【対】子育て
中の方　【日】3月21日午前10時～11時30分　
【会】学園都市センター（八王子スクエアビル内）
【定】先着60名　【申】電話で

　この欄は、官公署や市民の皆さんのコミュニティ活動の催しなどを紹介しています。内容の確認などは直接、各
団体へ。政治・宗教・営利行為に関するものは掲載しません。掲載の申し込みは市役所、クリエイトホール1階、
各市民センターなどにある申込用紙（情報ボックス掲載依頼用紙）に書いて、掲載希望号の35日前まで（会員募
集は掲載希望号の指定はできません）に、八王子市役所5階企画政策室（広報担当）（〒192‐8501☎20・
7228、FAX26・3858）へ。なお先着順で掲載し、掲載する方のみ連絡します。【対】＝対象、【内】＝内容、【期】
＝期日、【時】＝時間、【日】＝日時、【集】＝集合、【会】＝会場、【定】＝定員、【費】＝費用（記載なしは無料）、
【申】＝申し込み（ハガキの場合は申し込み内容と、住所・氏名・電話番号などの記載を）、【問】＝問い合わせ�



　
「
み
ん
な
の
声
」
は
「
市
長
へ
の
は
が
き
」
な

ど
の
ご
意
見
の
中
か
ら
そ
の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
市
長
へ
の
は
が
き
」
は
各
事
務
所
や
駅
の
広
報
ス
タ

ン
ド
な
ど
に
あ
り
ま
す
。ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http:�

//w
w
w
.city.hachioji.tokyo.jp/

）の
市
長
へ
の
E

メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。�

　
問
い
合
わ
せ
は
市
民
課（
☎
20
・
7
2
2
7
）へ
。�

� 八
王
子
の
市
民
税
は
他
市
よ
り
高

い
の
で
す
か

　
長
房
町
　
橋
本
　
稔
さ
ん
�

　
昨
年
末
、会
社
を
退
職
と
同
時
に
八
王
子
市
に
越

し
て
き
ま
し
た
。現
在
の
収
入
は
年
金
だ
け
で
す
が
、

今
年
の
市
民
税
の
支
払
い
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。ま
た
、八
王
子
市
は
周
辺
の
市
に
比
べ
て
市
民
税

が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、本
当
で
し
ょ
う
か
。�

■
住
民
税
課
か
ら
�

　
市
民
税
は
、そ
の
年
の
1
月
1
日
現
在
お
住
ま
い

の
市
町
村
で
都
民
税
と
併
せ
て
課
税
さ
れ
ま
す
。橋

本
様
の
場
合
は
昨
年
本
市
に
転
入
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、今
年
の
市
民
税
は
本
市
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。ま
た
、市
民
税
は
前
年
の
所
得
金
額

に
応
じ
て
課
税
さ
れ
る
所
得
割
額
と
、定
額
で
課
税

さ
れ
る
均
等
割
額
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。所
得
割
額

は
全
国
同
じ
税
率
で
算
出
さ
れ
、均
等
割
額
は
市
町

村
の
人
口
規
模
に
応
じ
て
2
千
円
・
2
千
５
０
０
円
・

3
千
円
の
3
段
階（
都
民
税
は
千
円
）で
、本
市
は
3

千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
市
町
村
の
人
口

規
模
に
応
じ
た
均
等
割
額
に
差
は
あ
る
も
の
の
、所

得
割
額
の
税
率
は
全
国
一
律
で
あ
り
、本
市
の
市
民

税
が
特
別
高
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

‡前田真三写真ギャラリー展示作品を変更‡

陣
馬
山
新
コ
ー
ス
ハ
イ
キ
ン
グ
�

　
陣
馬
高
原
下
バ
ス
停
か
ら
和
田
峠
の
途
中

に
新
コ
ー
ス
を
整
備
し
ま
し
た
。こ
の
新
コ
ー

ス
を
通
っ
て
、環
境
保
全（
ご
み
拾
い
）を
兼
ね

た
ハ
イ
キ
ン
グ
を
実
施
し
ま
す
。�

　
な
お
、小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
は
保
護

者
同
伴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

期
日
　
4
月
21
日
（日）
�

コ
ー
ス
な
ど
　
陣
馬
高
原
下
〜
旧
山
の
家
〜

陣
馬
山
〜
明
王
峠
〜
堂
所
山
〜
関
場
峠

〜
夕
や
け
小
や
け
ふ
れ
あ
い
の
里（
約
5

時
間
）�

集
合
　
午
前
7
時
に
京
王
八
王
子
駅
、午
前

8
時
に
陣
馬
高
原
下
バ
ス
停（
解
散
は
午

後
2
時
こ
ろ
夕
や
け
小
や
け
ふ
れ
あ
い
の

里
で
）�

費
用
　
5
0
0
円（
保
険
料
な
ど
。バ
ス
代
は

実
費
）�

持
ち
物
　
昼
食
、飲
料
水
、雨
具
、ご
み
袋
�

申
し
込
み
　
ハ
ガ
キ
、ま
た
は
フ
ァッ
ク
ス
で「
ハ

イ
キ
ン
グ
」と
住
所
・
氏
名
・
性
別
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
書
い
て
、4
月
10
日（
必
着
）

ま
で
に
夕
や
け
小
や
け
ふ
れ
あ
い
の
里
へ
�

※
天
候
不
良
な
ど
の
場
合
は
午
前
5
時
30

分
以
降
に
お
問
い
合
わ
せ
を
。�

夕
や
け
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者

を
募
集
�

対
象
　
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ（
販
売
を
職

業
と
し
て
い
る
方
を
除
く
）�

期
日
　
①
4
月
6
日
、②
7
日
、③
29
日
�

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
2
時
�

出
品
物
　
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
衣
類
、日

用
品
な
ど（
医
薬
品
、食
料
品
は
出
品
で

き
ま
せ
ん
）�

費
用
　
1
区
画
5
0
0
円
�

募
集
区
画
　
41
区
画（
抽
選
）�

申
し
込
み
　
ハ
ガ
キ
に「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

と
希
望
日
、主
な
出
品
物
、住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
書
い
て
、①
・
②
は
3
月
30
日
、

②
は
4
月
15
日（
い
ず
れ
も
必
着
）ま
で

に
夕
や
け
小
や
け
ふ
れ
あ
い
の
里
へ
�

※
当
選
者
の
み
に
ご
連
絡
し
ま
す
。�

花
ま
つ
り
�

　
約
3
千
本
の
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
の
開
花
に
あ
わ

せ
4
月
10
日
か
ら
21
日
ま
で
の
間
、花
ま
つ

り
を
開
催
し
ま
す
。改
装
し
た
温
室
園
芸
館

を
会
場
に
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、期
間
中
は
花
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。�

催
し
の
内
容
　
▼
4
月
13
日
…
陣
場
太
鼓
、

大
正
琴
演
奏
、尺
八
演
奏
な
ど
　
▼
14
日

…
歌
謡
シ
ョ
ー
、大
道
芸
、マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
な

ど
　
▼
20
日
…
小
町
太
鼓
、鼓
笛
隊
演
奏
、

餅
つ
き
体
験
な
ど
　
▼
21
日
…
八
王
子

消
防
団
音
楽
隊
演
奏
な
ど
�

古紙配合率100%再生紙を使用しています�

　4月27・28日に南大沢駅周辺で行われ
る「第4回フラワーフェスティバル由木」。
この催しでの出展者を募集します。�
①ハンギングバスケット展�
内容　壁かけ型で一人で持てるもの�
募集点数　50点（抽選）�
②コンテナガーデンコンテスト�
定員　20団体（抽選）�
※コンテナと花材は支給します。�
③チャレンジ花壇�
定員　5団体（抽選）�

展示期間　4月27日～5月30日（①は5月
5日まで）�

申し込み　往復ハガキに催し名と住所・
氏名・電話番号（②・③は代表者の住
所・氏名・電話番号・人数・グループ名
も）、返信面のあて名を書いて、3月29
日（必着）までにフラワーフェスティバル
由木「春のガーデニングコンテスト」係�
　（〒192‐0364南大沢2‐2パオレビル4F
☎74・9418）へ　�

開
場
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分
�

入
場
料
　
2
0
0
円（
中
学
生
以
下
1
0
0
円
、4
歳
未
満
は
無
料
）�

問
い
合
わ
せ
　
夕
や
け
小
や
け
ふ
れ
あ
い
の
里（
〒
192
‐
０
１
５
６
上
恩
方

町
２
０
３
０
☎
52
・
３
０
７
２
、F
A
X
52
・
４
１
５
５
）へ
�

▲色とりどりのハンギングバスケット�

問い合わせ　フラワーフェスティバル由木祭
　典委員会事務局（☎48・1531）へ�

　3月28日から31日まで、展示替えのため休館します。4月1日からは新たに、日本なら
ではの景色をとらえた「四季の情景展」を実施しますので、お楽しみに。�


